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【支援の背景】 

日本卓球株式会社は茨城県に製造拠点をもつ卓球用具専門メーカーであり、公式球からラケッ

ト、ラバー、卓球台等幅広い製品を製造・販売しております。これまで、これら製品の開発は、

選手や社内経験者の試打等をもとに進められてきました。しかしながら、人の感覚は個人差があ

るため同じ現象でも表現が人により異なるなど、製品の性能を明確にすることが難しく、製品開

発の上での課題となっておりました。 

同社では、この課題を解決するため製品性能を数値化する試みを始め、当センターは、新作卓

球ラバーの性能の数値化に必要な試験項目や測定方法について相談を受けました。 

 

【支援内容】 
当センターでは、製品性能の数値化に向けて、万能試験機等を

用いた試験による支援を行いました。 

卓球ラケットに使用するラバーは、ボールに与える「スピン」

「スピード」「コントロール」の 3 つの要素に大きく影響します。

これらの要素の大小はラバーの性能に直結するため、これらの数

値化を試みました。 

ラバーは、トップシートとスポンジで構成されています。スピ

ンについては、トップシートとボールの摩擦が大きく関係してい

ると考えられることから、ボールと同じ素材で作製したシートと

トップシートとの摩擦係数の測定を行いました（図１）。また、ス

ピードやコントロールについては、トップシートとスポンジの柔

軟性等が関係していると考えられることから、圧縮試験によりこ

れらの変形の度合いを測定しました。 

なお、これら一連の支援は、上記 3 要素に関連する数値データ

の取得のほか、測定機器の操作方法等に関する研修の実施により

社員の人材育成にもつながりました。 

 
【当該製品の紹介】 

今回の支援により、新作卓球ラバー

「ハモンド Z2」の性能を数値化するこ

とができました。 

さらに、数値化された製品性能は営

業ツールとしても有効であり、新製品

の PRにも期待されます。 
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図１ 摩擦測定の様子 

出典：日本卓球株式会社 HP より 


